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商
工
会
だ
よ
り

8
月
号

※後納制度は事前申し込みが必要ですが、審査
の結果、後納制度による納付をご利用いただ
けない場合があります。詳しくは国民年金保
険料専用ダイヤルにお尋ねください。

須
恵
焼
の
文
様
③
　
菊

焼
い
た
と
き
に
ひ
ず
み
が
生
じ
、
底
の
部
分

が
十
文
字
に
割
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
製

品
と
し
て
は
失
敗
作
で
す
が
、
現
在
ま
で

残
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
テ
ー
マ
「
菊
」
は
、
一
つ

は
取
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、「
貼
り
付

け
」
と
お
う
技
法
で
２
か
所
付
い
て
い
ま
し

た
。
花
弁
を
細
か
く
表
現
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
細
か
い
装
飾
を
つ
け
る
の
は
、
長

崎
県
の
三み

か
わ
ち

河
内
焼
に
見
ら
れ
ま
す
。
技
術
の

交
流
を
示
す
作
品
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
花
瓶
は
、
口
縁
部
か
ら
肩
部
に
か
け

て
は
呉
須
に
よ
る
染
付
が
、
肩
部
か
ら
下
は

金
錆
釉
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
金
錆
釉
の
か

か
っ
て
い
る
部
分
は
、
上
半
分
と
比
較
す
る

と
不
自
然
に
感
じ
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
漆
な

ど
で
後
か
ら
装
飾
を
加
え
る
は
ず
が
、
失
敗

作
の
た
め
、
そ
の
ま
ま
下
地
が
残
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
啓
）

　

今
回
も
須
恵
焼
の
図
像
を
紹
介
し
ま
す
。

第
３
回
目
は
、「
菊
」
で
す
。

　

９
月
９
日
は
五
節
句
の
一
つ
、「
重ち

ょ
う
よ
う陽
」

の
日
で
す
。
旧
暦
で
は
菊
が
咲
く
時
期
で
あ

る
こ
と
か
ら
、「
菊
の
節
句
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

日
本
に
は
、
中
国
か
ら
平
安
時
代
初
期
に

伝
来
し
、
初
め
は
宮
中
行
事
と
し
て
貴
族
の

間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
珍
し
い
花

だ
っ
た
菊
を
眺
め
な
が
ら
「
観
菊
の
宴
」
を

開
き
、
菊
酒
を
飲
ん
だ
り
、
詩
歌
を
詠
む
な

ど
し
て
、
長
寿
を
祈
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

久
我
記
念
館
の
収
蔵
品
に
「
須
恵
焼　

金き
ん
さ
び
ゆ
う
か
け
わ
け

錆
釉
掛
分
大
花
瓶
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

作
品
は
明
治
期
に
作
ら
れ
、
高
さ
が
76
㎝
も

あ
る
大
型
の
花
瓶
で
、
現
存
す
る
須
恵
焼
の

中
で
は
最
大
の
資
料
で
す
。
明
治
期
に
は
、

海
外
へ
の
輸
出
向
け
に
全
国
各
地
で
大
形
の

花
瓶
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

国民年金保険料の後納制度が始まります

　これまでは、国民年金保険料を納め忘れたまま 2
年を超えると保険料を納めることができませんでし
たが、今年 10 月から３年間に限り、過去 10 年以内
の納め忘れた保険料を納めることができる後納制度
が始まります。
　過去 10 年以内の保険料を納めていただくことで、
将来の年金額を増やしたり、年金の受給権につなげ
ることができるようになります。
　日本年金機構から郵送されるお知らせをご覧いた
だき、ご自身の年金記録をねんきんネットでご確認
ください。
　また、ご不明な点があれば　国民年金保険料専用
ダイヤル（☎ 0570－011－050）にお電話いただくか
お近くの年金事務所にお問合せください。

10 月１日施行

　

毎
年
９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」で
す
。

　

福
岡
県
と
須
恵
町
を
含
む
多
々
良
川
流

域
関
連
６
町
で
は
、
安
全
で
快
適
な
住
環

境
を
実
現
し
、
河
川
な
ど
の
水
質
汚
濁
を

防
止
す
る
た
め
に
、
必
要
不
可
欠
な
公
共

施
設
で
あ
る
下
水
道
に
つ
い
て
、
理
解
と

関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

下
水
道
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
そ
の
他　

・
小
学
生
以
下
は
、
必
ず
保
護
者
同
伴
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
悪
天
候
の
場
合
は
、
開
催
を
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
多
々
良
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
９
３
９
・
３
４
１
３

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
多

数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
日　
時　
９
月
９
日
（
日
）

10
時
～
14
時
（
開
場
９
時
45

分
）

▼
会　
場　
多
々
良
川
浄
化
セ

ン
タ
ー
（
粕
屋
町
大
字
江
辻

７
０
５
）

▼
内　
容　
下
水
処
理
場
施
設

見
学
、
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

（
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
、
ボ
ー
ル

す
く
い
、
ア
メ
す
く
い
、
か

き
氷
な
ど
）

※
飲
み
物
の
サ
ー
ビ
ス
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
水
筒
な

ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

下水道展会場
粕屋町大字江辻705番地

多々良川浄化センター

▲多々良川浄化センター位置図 2012

下
水
道 

お
水
が
い
っ
て
る 

ま
た
く
る
ね

下
水
道
展

商
工
会
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

第
11
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
参
加
者
募
集

　

毎
回
ご
好
評
を
頂
い
て
い
る
「
須
恵
町

商
工
つ
つ
じ
ま
つ
り
・
軽
ト
ラ
市
・
商
品

券
発
売
」
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
！
商
工

会
は
地
域
に
密
着
し
た
唯
一
の
総
合
経
済

団
体
で
す
。

・「
事
業
資
金
を
借
り
た
い
」
融
資

・「
従
業
員
を
雇
い
た
い
」
労
働
保
険

・「
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
一
新
し
た
い
」

　
専
門
家
派
遣

・「
税
金
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
」
確
定
申
告

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、商
業
部
会
・
工
業
部
会
・
青
年
部
・

女
性
部
な
ど
の
人
脈
づ
く
り
と
な
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
経
営
力
を
高
め
る
研
修
会
や

事
業
継
承
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
ま
ち
の

清
掃
活
動
や
子
ど
も
の
就
業
体
験
の
実
施

な
ど
、積
極
的
に『
ビ
ジ
ネ
ス
向
上
』と『
ま

ち
づ
く
り
』
に
努
め
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

須
恵
町
商
工
会
主
催
に
よ
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
協

賛
金
の
一
部
は
須
恵
町
社
会
福
祉
協
議
会

お
よ
び
そ
の
他
の
福
祉
団
体
な
ど
に
寄
付

さ
れ
ま
す
。

▼
日
に
ち　
10
月
３
日
（
水
）

▼
場　
所　
筑
紫
野
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

▼
参
加
資
格　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
賛
同
者
お

よ
び
商
工
会
員

▼
参
加
費　
①
会
費
３
５
０
０
円
②
プ
レ

イ
料
金
１
万
２
０
０
０
円
（
昼
食
代

含
む
）

▼
申
込
方
法　
須
恵
町
商
工
会
事
務
局
に

申
込
み
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
締
切　
９
月
14
日
（
金
）
先
着
順

▼
申
込
・
問
合
せ
先　
須
恵
町
商
工
会　

　

☎
９
３
２
・
６
７
０
０

　

http://w
w

w
.sue-sho.com
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